
 

                             

  

 

  

                              

           

佐渡市報道資料 

【本送信票を含む ２枚】 

 

                                               令和６年 10月２日 

 

＜タイトル＞ 

曽我ひとみさんへの質問事項

 

 

日ごろ、佐渡市の報道にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

 10 月６日（日）の拉致被害者救出を願う署名活動における、曽我ひとみさんへの質問は、別

紙の５項目とさせていただきます。 

  よろしくお願いします。 

 

 

 

 

本件についての問い合わせ先 

佐渡市役所総務部総務課 

拉致被害者対策係 

担当：加藤・中田 

電話（直通）0259-63-3111（内線）318・316 



１０月６日署名活動 曽我ひとみさんへの質問 

 

 

①  この春から佐渡市役所の拉致被害者の担当職員となり半年が過ぎました。曽

ささん自身どのような思いで活動してこられたか、 

 また、職員という立場となり心境の変化や心掛けたことがあれば教えてくだ

さい。 

 

②  １０月５日で横田めぐみさんが還暦を迎えます。本来であれば、友人たちと

祝えるはずの節目の年ですが、進展しないまま還暦を迎えてしまうことを、ど

う感じられますか。 

また、再会を待ち続ける母親の早紀江さんについてどのような気持ちで見守

っていらっしゃるのか教えてください。 

 

③  岸田首相に代わる新首相が誕生しました。今回の総裁選で、拉致問題につい

て議論されていたと感じますか。 

 また、北朝鮮による拉致問題の全面解決に向けて、新首相へ求めることを教

えてください。 

今後予定されている衆院選では、拉致問題に関し、候補者にはどんなことを

議論してほしいと思いますか。 

 

④  拉致問題の解決に向け、石破総理は東京と平壌に相互の連絡事務所を設置す

る政策を掲げています。これについて、曽我さんはどうお感じになりますか。 

 

⑤  今月１５日で、ご帰国されてから２２年になります。この２２年を振り返り

率直な思いをお聞かせ下さい。 


